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第3与様式 (第15条関係)

事 業 者 排 出 量 削 減 報 告 書

安藤正純
京都市右京区西京極東大丸町10番地ノ1

「頂 都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模
エネルギ
ー使用事業者 (原滴に換算して1,500キロリットル以上))

弾 コ播 豚駆罷ヤ 陥 ヰ 読 へ 十酬送極径理
1も年  4 月  ～  平 成  20  年  3

内 容

"ン 温度28慶Cを績底、照明野具の適切rfAィ方管理に努めた。

省エネ運転の徹底を点呼時 松 り返し指導 社内掲示やチランを発行し、啓喪 推進を計っ亀

173ン温度23度Cを 徹底、照明署具の題切なイタ'管理に努め汽

省エネ運転の徹底を点呼時 繰 り返し指導 社内れ示やチラシを発行し 啓蓑 推進を針つた。

よる温室効果
ガスの削減豊

自然エネルギーを利用した

ファクシ ミリ番号

注 1該 当3‐る□には レ 印を記入してくださ↓ヽ 特定車業者以外の事装者の方はレ印の記入は不要です。

2「 な神年度どとは計画期的の前年度を 「目標年度Jと lt計画朔問の最終年度を 「報告年度Jと は計画期間のうち 今 回報告
の対幾となる年度をいいまえ

にの他の地球温暖化切策によるl■a効果メスの削減量等Jの実績については、‖画期脚中の
翁客?号皆阜震分転吾墨ぢ歎 こっぃては18年茂と19年度の実績券 計usトンと記入lallグリーン電力の班人による温室効果〃スの制滋巽綾が18年度5トンで19年度10トンの場

だり言サ客を垢愛加署ぞえ栃増査易魚身景伝輔議長書警名文tぞ留揺曾積声
やエネタレギー原判と∞緋出玉、省エネ製品開発など他者の温室効果ガス排uHl滋への貢は、グリーン調達の塚現特


